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感染者が増加している
北海道を除いて他は全
て増加



12月2日 死者の累計が５万人を超えて
50013人
12月8日 51062人
１週間で1049人増加している
２月10日前後には６万人に達するか？

5月11日 30019人
9月1日 40180人



第７波

第６波

第３波



139.3万人

オミクロン株対応ﾜｸﾁﾝ



•2019年12月8日 中国武漢で
最初の新型コロナウイルス
患者が発見された日

•現在原因を究明している研
究機関の中国での再確認が
できていない

•その間に様々な変異を繰り
返してきている

•現在接種が進むBA1対応の
ワクチンはBQ１にも有効



一週間を振り返って
•12月2日 ﾐｬﾝﾏｰ国軍少数民族との停戦合意

•12月3日 裾野市の保育園問題刑事告発へ

•12月4日 死亡した中村哲さんの遺志受け継ぐ決心

•12月5日 農産物魚介類の輸出１兆円を超える

•12月6日 中国ゼロコロナ政策を緩和する方向へ

•12月7日 航空自衛隊が改称へ

• 習近平氏がｻｳｼﾞｱﾗﾋﾞｱ訪問

•12月8日 救済法案が衆議院を通過



•ﾐｬﾝﾏｰ政府がラカイン州
の少数民族と停戦合意

•ｱﾗｶﾝ軍と呼ばれる抵抗
勢力

•人道支援中は停戦する

•和平への一歩となるか

•日本財団笹川氏仲介

•2013年 政府がﾐｬﾝﾏｰ
国民和解担当代表任命



停戦までの動き
•2020年 総選挙が行われる

• ⇒日本財団笹川陽平会長が日本政府選挙監視団
団長としてミャンマーへ

•この時ラカイン州のアラカン軍が国軍と対立

•選挙ができなかったので笹川氏が仲介

•補欠選挙を行い武力対立が一時減少

•今年夏また武力対立が激化したため今回の訪問へ

•その他の武力勢力とも交渉したいと考えている

国軍がクーデ
ターを起こす



多民族国家
•ﾋﾞﾙﾏ族 68%

•ｼｬﾝ族 9% ｶﾚﾝ族 7%

•ﾗｶｲﾝ族 3.5% その他

•ﾛﾋﾝｷﾞｬ問題も存在

•戦後ビルマ独立と共
に少数民族の自治権
を巡る対立が激化

•現在20数団体が存在



最近の動き
•9月7日 ﾌﾟｰﾁﾝ氏とﾌﾗｲﾝ総司令官が会談 関係強化
•9月20日 国軍の空爆で小学生11人が死亡
• 防衛省はﾐｬﾝﾏｰからの留学生受け入れ停止
•10月21日 アウンサンスーチー氏 汚職で刑期26年
•10月24日 北部ｶﾁﾝ州 国軍の空爆で30名死亡
•11月9日 ASEAN首脳会議 ﾐｬﾝﾏｰ情勢を討議

•国軍側は対立する勢力を空爆 ＞一方でﾛｼｱに接近
•ASEAN+日米豪は圧力をかける

中国との関係は今年の春までは良好



一週間を振り返って
•12月2日 ﾐｬﾝﾏｰ国軍少数民族との停戦合意

•12月3日 裾野市の保育園問題刑事告発へ

•12月4日 死亡した中村哲さんの遺志受け継ぐ決心

•12月5日 農産物魚介類の輸出１兆円を超える

•12月6日 中国ゼロコロナ政策を緩和する方向へ

•12月7日 航空自衛隊が改称へ

• 習近平氏がｻｳｼﾞｱﾗﾋﾞｱ訪問

•12月8日 救済法案が衆議院を通過



保育士の暴行案件が問題に



•保育園での
暴行事件

•すでに退職
していた保育
士３人逮捕

•暴行容疑

•園長交代

•責任問題

•なぜこうなる



一番の問題は保育士不足
•待機児童を無くすという国の方針に従って保育園が
乱立

•粗製乱造になっている部分も

•保育士のなり手が少ないので保育園が保育士の奪
い合いになっている

•辞められては大変なので問題があっても我慢する

•一部の保育士は度を超えた保育を行う

• ＞介護施設でも同様の問題が起きている

場所によっては
閉園する所も



保育園とは
•０歳児から小学校入学までの幼児を預かる

•幼稚園 学校教育施設 文部科学省の管轄

•保育園 児童福祉施設 厚生労働省の管轄

•形態の違いと預かり時間が違う

•保育園は家で過ごしている時間に代わって生活の
場を提供している

•親の勤務時間に合わせた預かり時間

•朝から晩までが保育時間



保育園の仕事の大変さ
•保育士の配置基
準は戦後決められ
た後変更がない

•小学校教育までの
橋渡しとして存在

•補助的な施設と考
えている

•現在の共働きなど
の状況が反映せず





保育士の仕事の大変さ
•8時 朝早くから受け入れを開始

•9～11時 保育の時間

•～12時 食事の時間

•～14時 お昼寝の時間

•～15時 おやつの時間

•16時～ お迎えの時間

•早番・遅番で手薄になる時間も存在

•自分のトイレの時間もないほど

1・2歳児６人を１人の保育士で担当

おしめの子もいる トイレに行きたい
一人では対応できない
保育士がいないとぐずる子もいる

お昼寝の時間に保育士の食事・休
憩・連絡帳つけ・会議



保育士の労働環境
•「子どもが好きだから」だけでは勤められない

•保護者対応も負担になることも

• 連絡帳 ﾓﾝｽﾀｰﾍﾟｱﾚﾝﾂ 病気やケガ

•新型コロナの蔓延防止のための消毒等の対応

•給与は公立・私立に関わらず自治体が支給している

•自治体側は配置基準で支給額を決定



十分な報酬を得られない

０歳児 ３人
1・2歳児 ６人
3歳児 18人

保育士１人当たり
２３万円 23万円×３人＝69万円

自治体が負担

仕事が回らないので１人追加

給与は自治体は負担しない

既存の３人の給与から差引く
又は園が負担

保育士が十分な給与を得られ
ない

保育士のなり手がない



厚労省が全国の保育園調査へ



一週間を振り返って
•12月2日 ﾐｬﾝﾏｰ国軍少数民族との停戦合意

•12月3日 裾野市の保育園問題刑事告発へ

•12月4日 死亡した中村哲さんの遺志受け継ぐ決心

•12月5日 農産物魚介類の輸出１兆円を超える

•12月6日 中国ゼロコロナ政策を緩和する方向へ

•12月7日 航空自衛隊が改称へ

• 習近平氏がｻｳｼﾞｱﾗﾋﾞｱ訪問

•12月8日 救済法案が衆議院を通過



中村哲さんの死後３年
アフガニスタンでは



中村哲氏の遺志を継ぐ
•ﾀﾘﾊﾞﾝ政権は最初中村氏の壁画を消すなどしていた

•彼の偉業は偉大であったことは無視できない

•12月4日 東京の大使館で追悼式が行われた

•真相解明は進んでいない

•一部の報道では中村哲氏の移動情報を内部の者が
リークしていたことが分かったといっている

•犯人につながる情報不足 ISの関与 ﾀﾘﾊﾞﾝの関与



一週間を振り返って
•12月2日 ﾐｬﾝﾏｰ国軍少数民族との停戦合意

•12月3日 裾野市の保育園問題刑事告発へ

•12月4日 死亡した中村哲さんの遺志受け継ぐ決心

•12月5日 農産物魚介類の輸出１兆円を超える

•12月6日 中国ゼロコロナ政策を緩和する方向へ

•12月7日 航空自衛隊が改称へ

• 習近平氏がｻｳｼﾞｱﾗﾋﾞｱ訪問

•12月8日 救済法案が衆議院を通過



輸出の活路を見出す１次産業
•国内消費が伸び悩
む中輸出が好調
•今年度10月までで
前年度15.3％増
•中国 ｱﾒﾘｶ が増加
•円安の影響もある
•ホタテ ブリなど
•日本酒
•イチゴ モモ



一週間を振り返って
•12月2日 ﾐｬﾝﾏｰ国軍少数民族との停戦合意

•12月3日 裾野市の保育園問題刑事告発へ

•12月4日 死亡した中村哲さんの遺志受け継ぐ決心

•12月5日 農産物魚介類の輸出１兆円を超える

•12月6日 中国ゼロコロナ政策を緩和する方向へ

•12月7日 航空自衛隊が改称へ

• 習近平氏がｻｳｼﾞｱﾗﾋﾞｱ訪問

•12月8日 救済法案が衆議院を通過



ゼロコロナ政策緩和するも不安は残る





ゼロコロナ緩和
•各地のデモを受けて

•政府はｾﾞﾛｺﾛﾅ政策を

•緩和する方向で

•陰性証明必要無くな

•った交通機関

•店舗に入る時は必要

•こういった矛盾が当局の混乱を示す

•PCR検査を緩和することで感染者把握無理



一週間を振り返って
•12月2日 ﾐｬﾝﾏｰ国軍少数民族との停戦合意

•12月3日 裾野市の保育園問題刑事告発へ

•12月4日 死亡した中村哲さんの遺志受け継ぐ決心

•12月5日 農産物魚介類の輸出１兆円を超える

•12月6日 中国ゼロコロナ政策を緩和する方向へ

•12月7日 航空自衛隊が改称へ

• 習近平氏がｻｳｼﾞｱﾗﾋﾞｱ訪問

•12月8日 救済法案が衆議院を通過





航空自衛隊が改称
•航空自衛隊

•航空宇宙自衛
隊

•宇宙まで対象

•2020年 人工
衛星監視の宇
宙作戦隊設置



一週間を振り返って
•12月2日 ﾐｬﾝﾏｰ国軍少数民族との停戦合意

•12月3日 裾野市の保育園問題刑事告発へ

•12月4日 死亡した中村哲さんの遺志受け継ぐ決心

•12月5日 農産物魚介類の輸出１兆円を超える

•12月6日 中国ゼロコロナ政策を緩和する方向へ

•12月7日 航空自衛隊が改称へ

• 習近平氏がｻｳｼﾞｱﾗﾋﾞｱ訪問

•12月8日 救済法案が衆議院を通過



周近平氏がサウジアラビアを訪問



•中国としてｻｳｼﾞｱﾗﾋﾞｱは
大事な石油輸出国

•現在ｱﾒﾘｶとの関係が微
妙になっている時

•ここで影響力を強めたい

•５G網をﾌｧｰｳｪｲが担当

•ｻｳｼﾞｱﾗﾋﾞｱ側も将来の技

術革新のﾉｳﾊｳが

欲しい

・ｱﾒﾘｶと対抗



一週間を振り返って
•12月2日 ﾐｬﾝﾏｰ国軍少数民族との停戦合意

•12月3日 裾野市の保育園問題刑事告発へ

•12月4日 死亡した中村哲さんの遺志受け継ぐ決心

•12月5日 農産物魚介類の輸出１兆円を超える

•12月6日 中国ゼロコロナ政策を緩和する方向へ

•12月7日 航空自衛隊が改称へ

• 習近平氏がｻｳｼﾞｱﾗﾋﾞｱ訪問

•12月8日 救済法案が衆議院を通過



被害者救済法案が衆議院を通過へ



•被害者救済法案が参
議院に送られ今国会
で成立へ

•与野党合意ができた

•まだ不十分な所も

•迅速な立法ができた

•７月に安倍元首相の
銃撃事件

•10月に法整備要望

•12月に新法成立



•短時間で仕上げた
のは国民の批判が
大きかったから

•公明党との折衝が
難しかった

•岸田首相としては
早く一歩を踏み出
したかった

•現在進行中の裁判
には適応されず



被害者救済法案
•旧統一教会以外にも多くの宗教団体がある

•今回の急展開は各宗教団体にも脅威になる

•団体の活動資金の多くは献金である

•高額献金を行った場合それが自主的判断なのかを
どう判断するのか

•ﾏｲﾝﾄﾞｺﾝﾄﾛｰﾙを外部の人が判断するのは難しい

•今後もこれらの問題を解決すべく取り組まなければ
ならない



アメリカ情勢



トランプ元大統領の今後
•12月6日 ジョージア州の再選
挙が行われる

•接戦の末民主党のウォーノック
氏が再選

•トランプ氏が推した共和党の
ウォーカー氏が敗れる

•今回の再選挙ではトランプ氏の
応援はなかった



民主党は上院で過半数を確保
•改選前＋１とい
う結果
•１票まで造反が
出ても大丈夫
•下院も共和党
から５票造反が
出れば決定権
•ﾊﾞｲﾃﾞﾝ大統領も
共和党との協
調を公言



トランプ氏の発言とは
•憲法「終了」と
発言
•大統領選の勝
利は自分だ
•民主党の巨大
な詐欺
•これは国民を
欺くもの
•建国の父達は
許しはしない



トランプ氏の発言を見てみると
•トランプ氏は以前から選挙結果を否定し、陰謀論を唱え
ている

•トランプ氏の大統領選挙当選を宣言するか再度選挙を行
うかを選択するべき

•現在の状況は大きな陰謀によって合衆国憲法の根幹を
揺るがしている

•氏は議会襲撃事件の暴徒を支持し「私の意見では人々
が憲法違反の、ひどく不公正な扱われ方をしている」

•再選されれば彼らに恩赦を与え謝罪をする



この発言に対して
•一部の共和党議員は非難する発言をしている

•しかし多くの共和党議員はコメントを出していない

•政府はこの発言に対して「誰もが批判するべき」と指摘

•トランプ氏の発言を非難しないという共和党議員が「立
憲保守」と名乗るのはおかしい

•共和党としてはトランプ氏よりの議員が多いこともあり
どのように扱うかが微妙な問題



他の部分でも問題を起こす
•ﾄﾗﾝﾌﾟ氏が自宅で白人
至上主義者と会食
•人種差別主義者や反
ﾕﾀﾞﾔ主義者と会うの
は彼らに力を与える
•ﾍﾟﾝｽ前副大統領や共
和党幹部が批判
•不注意だったと弁解
•過去にも同様な問題
はあった



トランプ氏側近が次期大統領選挙方針を語る



トランプ氏の一族の脱税裁判



ウクライナ情勢



ロシアは不足する兵器等の調達
•国内の産業全体を臨戦態勢へ

•軍需物資を優先して生産

•前にも触れた北朝鮮から弾薬や軍服を調達

•イランからドローンを調達 技術者も一緒に

•弾薬も調達対象になっていると言われる

•シリアやアフガニスタンから兵士を調達

•資金はどうする＞海外には石油や天然ガスで支払う

•国内は税金と国債 国民生活水準は低下する一方



ロシアの経済状況を考えると
•国防予算 例年は３兆5000億ﾙｰﾌﾞﾙ（約８兆円）

•GDP 約150兆ﾙｰﾌﾞﾙ（約335兆円）

•ロイターの予想では４月の軍事費約1.6兆円

•９か月戦ってきたので単純計算で約14.4兆円

•戦死者や傷病者への補償 今後何年も続く

•賠償金を課せられたら大変な出費になる

•戦後のロシアの信用度は低下する

•経済の安定化は難しい ハイパーインフレになるかも



ロシア軍の状況
•当初18万人規模の軍隊を投入

•戦闘が長引くことによって死傷者が増加

•不足する兵士を補うため予備役30万人を招集

•現在新規徴兵で12万人を確保

• これを訓練して来春にはウクライナに派遣

•来春の時点で60万人規模の軍隊が投入される事に

•ｳｸﾗｲﾅ側は11月末 ﾛｼｱの戦死者87310人と発表

更なる予備役招集も視野



ロシア兵の母親たちが停戦に向けて署名運動



ﾌﾟｰﾁﾝ大統領が兵士の母親らと会談



ウクライナ兵が投降ロシア兵殺害か



10月に破壊され
たクリミア大橋



ﾌﾟｰﾁﾝ大統領クリミア大橋を視察



ロシア国内の空軍基地が
ドローン攻撃を受ける



約170Km

約550Km



ロシア国内の空軍基地爆撃
•12月5日 ロシア国内の空軍基地にドローン攻撃が

•ロシア側は撃退したと発表したが一部が落下し爆撃
機が損傷し整備兵３名が死亡したと発表

•この攻撃はウクライナ軍が行ったと発表

•ウクライナ側はコメントを出していない

•アメリカが攻撃を促したとの見方も＞米政府は否定

•基地の位置が国境から500Kmと遠い

•これを感知されずに行けたというのはﾛｼｱ軍の失態



Googlemapでエンゲリス空軍基地を見る



戦況が大きく前進した結果
•２月からこれまで一部でﾛｼｱ領内への攻撃はあった

•国境に近い石油貯蔵施設などに対する小規模攻撃

•厳冬期で耐え忍ぶウクライナ国民

•ｴﾈﾙｷﾞｰ関連の攻撃はロシアの大量破壊兵器とする

•この攻撃に使われる長距離ミサイル

•これを牽制するためなのか今回の攻撃が行われる

•モスクワにも達する長距離攻撃が行われた



今回の攻撃で考えられること
•1970年代に作られた旧ソ連製のミサイル

•一部にはｳｸﾗｲﾅの特殊部隊が潜入して誘導したと

•ｳｸﾗｲﾅでは1000Km飛ぶミサイルが完成直前という

•アメリカは長距離攻撃のできる武器は供与せず

•ただｳｸﾗｲﾅの長距離攻撃兵器開発には口出さず

•ロシアはｱﾒﾘｶやNATOが直接戦争参加と認定

•この攻撃でロシアが次のステップに進む可能性大



ﾌﾟｰﾁﾝ大統領が核兵器使用に関して発言



ロシアの対応を考える
•現状では軍事基地に対しての攻撃にとどまっている

•市街地に被害が出るとなると問題は大きくなる

•ﾌﾟｰﾁﾝ大統領は国民に対して愛国心を訴えるだろう

•国民に対しては兵士の増員は考えていないという

•今後考えられるのはキーウ市内への攻撃である

•場合によってはウクライナの大統領府攻撃も

•戦争はさらに拡大し泥沼化していく可能性大


